
 

 

         平成２６年度 

北海道バイオマスネットワーク会議総会 開催結果概要 
 

 

日 時 平成２６年７月８日（火）１４：００～１４：４５ 

場 所 北海道大学学術交流会館 ２階講堂   

 

 

１ 開 会  北海道環境生活部環境局循環型社会推進課 主幹 今西 昌志  

 

 

２ 挨 拶    古市 徹 会長（北海道大学大学院工学研究院 特任教授）    
 

 

３ 議 題 

 

(1) 北海道バイオマスネットワーク会議設置要綱の改正について 

    事務局から資料２により説明し、改正について承認された。  

 

(2) 平成２５年度活動報告について 

    事務局から資料３により説明し、承認された。    

 

(3) 平成２６年度活動方針（案）について 

    事務局から資料３により説明し、承認された。    

 

(4) その他 

    特になし  

 

４ その他 

   特になし  

 

５ 質疑応答等 

【質問】 

・ 昨年度末に廃止になった「胆振地域ﾊﾞｲｵﾏｽﾈｯﾄﾜｰｸ会議」はどのような状況だったの 

か？また、胆振地域の市町村におけるﾊﾞｲｵﾏｽの取組状況は？（㈱マテック  渡部氏） 

  → ここ数年活動がなかったことから、今回整理したものであるが、活動を再開す  



 

  

る際は再度立ち上げるものと事務局の胆振総合振興局より聞いている。 

       今年度初めに市町村に対しﾊﾞｲｵﾏｽの利活用に係る取組についてアンケート調査 

を実施したが、胆振地域の市町村において利活用に係る機運が高まっている状態  

ではなかったところ。（事務局）  

・ ﾊﾞｲｵﾏｽﾈｯﾄﾜｰｸ会議会員間の連携を高め、持っているポテンシャルを有効に活かして 

  いくため、会員名簿の修正作業中とのことだが、現状について事務局より説明願う。 

  （古市会長） 

→ ﾊﾞｲｵﾏｽﾈｯﾄﾜｰｸ会議会員名簿について、それぞれの会員の交流が図られるよう、 

会員の皆様にどういった得意分野があり、どのようなことに興味を持っているか 

公表出来るものを整理しているところ。（事務局） 

 

【要望】 

・ メールマガジンの内容についてより充実していただければよいのではないか。 

（北電総合設計㈱  原口氏） 

  ・ 固定価格買取制度を活用してﾊﾞｲｵﾏｽ利活用を進めたいとの話しがあるが、送電網

等の関係から上手く進んでいない現状であり、発生したガスを地域内でどのように

使用していくかとの課題がある。その問題の解決に有用な様々な情報がいただきた

い。（足寄町  村石氏） 

 

６ 閉会 

 

 

 

 

 

 
やさしい未来へ “自立する大地” バイオマス北海道 


